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代表取締役　齋藤隆太

事業承継マッチングプラットフォーム「relay」の運営

1億801万2200円

2020年1月6日

宮崎県宮崎市橘通3丁目3-15若草金城堂ビル2F

https://relay.town/

企業概要 



事業承継マッチングプラットフォーム

⚫2020年7月リリース

⚫「オープンネーム」で掲載

⚫売り手さま費用完全無料

⚫買い手移住率８７％

⚫地域の中小事業者が主要な対象



オープンネームマッチングプラットフォームとして国内随一の実績 

340件

マッチング

約50件

⚫商談率・成約率2年連続No.1
※1※2 デロイトトーマツミック経済研究所株式会社 「国内ビジネスマッチングプラットフォーム市場の現状

と展望 【2022年版】」 (mic-r.co.jp)

青：案件・連携ともにあり

黄：後継者募集あり

⚫J-Startup KYUSHUに選定

⚫全国に広がる連携の輪

４４
自治体・商工団体・セ

ンターと連携中
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⚫公開件数・マッチング件数



農業の現状



農業の高齢化問題と後継者不足の現状 

農業人口の減少

国内の農業就業人口は2010年の約260万人から、2019
年の約168万人へと、9年間でおよそ92万人も減少してい

ます。

高齢化

基幹的農業従事者の平均年齢は66.8歳となっており、70歳

以上が42.0%(59万人)、60歳以上が38.3%(53.7万人)と
なっており、60歳以上で8割(112.7万人)を占めています。

出典　農林水産省
出典：農林水産省「農業センサス」



農業の高齢化問題と後継者不足の現状 

約７割が後継者を確保していない現状
（2020 農業センサスより）

764,367

311,338

第三者  
1%

従業員  
3%

親族 95%

後継者がいる

後継者がいない

5年以内に農業を引き継ぐ後継者を確保しているか 後継者の属性



少子高齢化による 
後継ぎ不足 

従来一般的だった「親族内承継」だけでは
引き継ぎ相手が見つからない

親族内承継が一般的では 
なくなった 

農業の高齢化問題と後継者不足の現状 

後回しにした結果、後継者の選定や育成を
行う前に先代が亡くなってしまい、事業継

続が困難に

事業承継の準備不足 

経営者の交代のタイミングにも関わらず、担
い手である若い人の数が減っている

従来の方法では担い手が見つからず、後継者問題は喫緊の課題に



新規就農希望者は増加傾向 

49歳以下の新規参入者

（自分で起業して始める人）

平成20年

８６０人

令和元年

２，２７０人

出展：農林水産省

農業就業体験参加人数

平成21年

４０３人

令和元年

７３６人

出展：農林水産省

親の経営を引き継ぐ人が減る一方、

新たに起業する「新規参入」の割合が増えています



新規就農希望者は増加傾向 

新規就農の準備段階では、農地・資金・営農技術の確保が重要

就農時に苦労したこと

公的機関の支援措置の利用も、「農地のあっせん・紹  介」「研修の支援助成」「機械・施設の取得に
対する助成」を活用する新規参入者が多いです。

一般社団法人全国農業会議所 全国新規就農相談センター
令和3年度「新規就農者の就農実態に関する調査結果」



relayと農業







事業承継マッチングプラットフォーム「relay」では

オープンネームで後継者を募集します

6.事業承継

relayのオープンネーム事業承継とは 



・長年続けてきた農業を廃業したくない

・農地や耕作機械・施設をなくすのはもったいない

・農地を経営資源としている以上、シンプルな廃業がで

きない

・就農したいけど農地の取得や農業機械への投資な

ど就農前のハードルが高い

・ノウハウがないので全くの新規では不安

・果樹を形にするのに数年かかる

relayのオープンネーム事業承継とは 

まだ見ぬ出会いを創出



オープンネーム事業承継のメリット 

● 初期投資の負担を抑え経営リスクが下がる

● 先代のノウハウや知識、経験を学べる

● 経営基盤や販路を承継できる

● 新規参入が難しい果樹や酪農なども開始しやすい

● 経営基盤をもとに新しいチャレンジができる

買い手売り手

● 後継者がいなくても広く後継者を募集できる

● 利益等の数字では測れない魅力や価値を発信できる

● 事業を存続できる

● 事業売却による利益を得られる



relayの一次産業案件 



relayの一次産業案件 

後継者募集事業者募集案件数 28件

成約実績数 5件

1件あたりの
平均お問い合わせ数

19件（平均）

農林水産業案件の実績

relayの中で、農林水産業の案件は非常に人気度の高

い業種であり、月間50件以上（全体の約 15%）のお問

い合わせが来ています。

新規就業希望者からの応募が多いですが、最近では

農業分野を新たな事業として展開を検討する法人の

方々からの問合せ も増えています。



マッチング事例のご紹介

宮崎県
いちご農園の中古ハウスの譲渡

譲渡金額：300万円

譲渡形態：資産譲渡（中古ハウス）

基本合意までの日数： 46日

問い合わせ総数：7件

⚫売り手：両親が高齢となり、奥様と二人だけで経営していくため

に、いちご農園の中古ハウスの譲渡を決意し、 relayへ掲載。

⚫買い手：宮崎県在住20代男性。新規就業としてハウスや農地な

ど、物件を探していたところ、 relayのSNSを見て応募。現地面談ま

でスピーディーに話が進み、実際にハウスをみて希望と近いもの

で、引き継ぎを決意。

マッチング事例のご紹介 



マッチング事例のご紹介

愛知県
露地野菜の生産農家の事業譲渡

譲渡金額：0円

譲渡形態：事業譲渡（露地野菜の生産・卸し）

基本合意までの日数： 114日

問い合わせ総数：64件

⚫売り手：18年間で広げてきたマーケットや技術を、自分の代で終

わらせてしまうのはもったいないと承継を決意し、 relayへ掲載。

⚫買い手：愛知県在住50代男性。農地所有適格法人を設立され

て、今後農業を本格的にやりたいと思っていたところ、近くで後継者

を募集している農家があるとしり、応募。現地面談を経て、承継を決

意。

マッチング事例のご紹介 



自治体様との連携事例（農業分野）

宮崎県宮崎市
relay内に特設ページを開設し、農業に特化した事業承継の推奨



オンラインイベントの開催 

先代が耕してきた農園を承継する　新たな継農・就業のカタチ

・2023年6月24日 オンライン開催

・JA三井リースと共催（申込：111名）

農業に興味がある方、後継者を募集している方、農業ビジネスに興味が

ある方に向けた、オンラインイベントを開催しました。



relayのマッチング支援 

事業承継に向けた準  備の必要
性の認識• 把握

有形資産•無形資産 の整理、見
える化

マッチング実施

承継までの手続き

step1

step2

step3

step4

● アンケートの実施

● 現地説明

● セミナー開催

● 資産の整理

● 事業承継士の無料相談

● 取材による資産の見える化

● 後継者募集

● 基本合意までの伴走

● 応募者とのおつなぎ

● まだ見ぬ出会いを創出

● 専門家紹介

● 事業計画や税務の相談

● 自治体支援

● 補助金サポート

早め早めの働きかけ、行動、話し合いが肝要です。



私たちと「オープンネーム事業承継文化」をつくりましょう！

ご清聴ありがとうございました。 ／＼


